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水管理・国土保全局下水道部

ISO/TC282 (水の再利用)において再生水処理技術ガイドラインの規格が充実
～国際標準規格の発行による日本の水処理技術の輸出促進に期待～

１．背景
世界の水市場が拡大する中、膜処理等の我が国の優れた再生水処理技術の国際競争力の強化を図るた

め、我が国は、2013年にISO/TC282（TC:Technical Committee（専門委員会））の設立を主導しました。

専門委員会の設立以降、各SCにおいて精力的に議論がなされ、これまでに29件の規格が発行されてい

ます。（SC:Sub Committee（分科委員会））

２．概要
今年、再生水処理技術ガイドライン（ISO 20468）について、「UV消毒（ISO 20468-4）」、「膜ろ過

（ISO 20468-5）」、「イオン交換と電気透析（ISO 20468-6）」、「促進酸化処理（ISO 20468-7）」が発行さ

れ、昨年度までに発行済みの規格（ISO 20468-1～ISO 20468-3）とあわせて、再生水処理技術に関する

国際標準規格がさらに充実しました。

これらの国際標準規格を通じて、日本の水処理技術の優位点（省エネルギー、高性能、信頼性等）が

適切に評価され、国際展開（水インフラの輸出等）が促進されることが期待されます。

※国土交通省水管理・国土保全局下水道部流域管理官は、ISO/TC282の国内審議団体として、規格開発にかかる国内意見のとり

まとめを行うとともに、国内外の関係機関と連携し、再生水処理技術の国際標準規格の策定を主導してきました。

国土交通省では、ISOを通じて、我が国の優位技術である再生水処理技術の国際展開を推

進しています。

今年、再生水処理技術ガイドライン（ISO 20468）の規格が新たに４件発行され、再生水処

理技術に関する規格が充実しましたのでお知らせします。

＜問い合わせ先＞ 国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部 流域管理官付

流域下水道計画調整官 西 修 （内線：34302）

調整係長 別府 篤人（内線：34313）
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新たに発行された再生水処理技術ガイドラインの規格の概要

※TDS：Total dissolved solids 総溶解固形物、

POPs：Persistent organic pollutants 残留性有機汚染物質

【参考】

ISO/TC282 開発規格の一覧

※ISO規格は発行直後から販売され、利用が可能です。
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